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主要道路（車） 商店街

主要道路（人） 広場

都市の中心市街地から
お城へのビスタ方向に
建築を配置し、景観的・
デザイン的に都市と調
和させる。市庁舎が都
市のどこからでも視覚
化されることで、象徴
性を生む。

色が薄いものが公共性が
高く、濃いものは市庁舎
などの閉じた機能が入る。
異なる透明性の機能が段
階的に配置され、市民の
アクティビティが全体に
展開することで、建築全
体がオープン化していく
ようにする。市庁舎自体
も日常的市民が集う寄り
付きやすいものとなる。

都市の茶の間 −集落的建築群−

now furture

公共施設の機能を補填し、

複合化させる。建築が世代・

地域の枠を超えた人々の中

心となることで、祝祭的な

コミュニティを形成する。

this !

既存の市庁舎とお城の関係

盆地で平坦に住宅街が広がる

中で、現市庁舎は連続性がな

い状態である

城下町の名残が残る都市のなかで、現在は権威主義

的で浮いた存在としてある市庁舎。

老朽化に加え震災の影響もあり、庁舎の立て替えの

想定に際して、都市の中に埋もれてしまっている伝

統産業の「見える化」、市内に点在している公共施設

を補完する機能を複合した「適度な集約とのつなが

り」、また城下町であった既存の路地や沢・広場など

の「スケール感と空間構成」などの、都市の表す「要

素」の集合を作る。

「蔵王おろし」　一年を通して、山
からの吹き下ろしで夏は北東から
冬は西から強い風が吹く。その風
向きから建築を分棟配置してい
く。周辺に対してもビル風を引き
起こさい。また、夏は風が抜ける
隙間。反対に冬は囲われて風が入
らないセーフティな隙間になる操
作を行う。

「城下町に現存する沢」

既存の市庁舎によって、周辺の埋

められてしまった沢を整備し、都

市の原風景を継承していく。

城下町らしさを残しながら、ブッ

ファゾーンとなることや、子供た

ちが沢で遊ぶといった。アクティ

ビティが起こり、建築と都市を緩

やかにつなげていく。
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 D e s i g n  d i a g r a m  

宮城県白石市は、市内多くの専門的な公共施設が多く存在す

るが、都市の中に広範囲につながりが無い状態で点在し、そ

こで行われる

活動や出来ごとを多くの市民で共有できる空間が乏しい。本

設計の大きな目的は、「都市の中のみんなのもの」という様な、

日常的に

寄り付きやすく市民で共有している意識を持てる公共建築を

提案することである。

commanding a view

駅の方面から建築を望む
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機能配置による建築全体のオープン性
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幅員が狭い道が多くあり、住宅同

士の密度感による街路のスケール

感が白石市特有のものである。

都市の街路のスケール感や、点在

する広場から分棟の隙間のヴォイ

ド空間を形成した。
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02. 象徴性

04. 透明性

機能に応じたサイズの空間構成。種類の異なる機能を一つにまとめるのではなく。機能に沿ってサイ
ズを決定していく。群の中で多様な機能が適正なスケールで集落的に群を形成していく。

01. 連続性

03. 規模感

動線　観光客がお城に抜け
る動線に議場や地域産業の
機能を配置する。
回遊性を持つ様に配置をす
ることで他の機能へのアク
セスのしやすさを生む。

休日の利用範囲。セキュリ
ティラインを明確に分ける
ことで、庁舎全体がいつで
も利用可能になる

災害時などの有事の際には、
炊き出しなどを行うスペー
スとなり、復興の拠点とな
る。
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